
・昭和５８年，平成５年，９年と度重なるはん濫に対して，河川整備を実施し，治水安全度の向上が図られた。

・旧加世田市全体の人口は減少しているが，治水安全度が向上した河川流域（村原地区）では増加している。

河川激甚災害対策特別緊急事業等
（昭和５８～平成元年）

定住者の増加により資産（固定資産税等）が増大
→ 地域の生活環境が充実
→ さらに定住者が増大 → 安定した都市形成

効果
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平成５年出水状況（南薩地域振興局付近）

床上浸水対策特別緊急事業等
（平成８～１６年）

昭和５８年出水状況（商店街付近）
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